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.伊丹純司君のナイスシュート� 

l年で最も寒くなる季節がやってきました。

この季節，ついつい家の中でストーブやコタツにかじりつ

きたくなりますが，この寒さの中，元気にスポーツに励んで

いる少年少女たちがいます。� 

1月19日に開催されたスポーツ少年団駅伝大会には，町内

外から185名が参加し，日頃の練習の成果を披露，また横瀬

小学校ミニバスケット部は� 1月6日の県大会において，見

事第� 3位に入賞するなど，少年少女たちの元気な声が勝浦の

まちに響いています。

さあ，みなさん方も子供たちに負けず，

スポーツで寒さをぶつとばそう.グ
'92第2印号� 

2月号
町民のうごき

月末日現在)12年3平成8(，日7計919，3女649，3男人口980，1世帯数� 

出生男O女2計� 2 死亡男4女� 1計� 5 転入男3女� l計4 転出男6女� 6計12 

広報かつうら� 2月号=260・平成4年2月1日発行編集と発行勝浦町総務課でんわ� (ω854) 2 -2511側� 

MUS04
テキストボックス
スポーツで寒さをぶっとばせ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第260号 1;込 Jコ つ� ら� 平成� 4年� 2月� 1日 (2) 

平
成
四
年
勝
浦
町
消
防

団
出
初
式
が
一
月
十
五
日

勝
浦
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
、
永
年
消
防
活
動
に

携
わ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

ど
ぎ

ω援
す

-
徳
島
県
知
重
喜

(
敬
称
略
)

末
贋
孝
好
(
第
一
分
団
)

徳
島
県
消
防
協
会
長
萎
彰

。
劫
誕
甥
草

美
馬
晴
幸
(
第
二
分
団
)

上

回

善

一
(
第
四
分
団
)

宮
本
博
(
第
九
分
団
)

。
精
績
章

柿
原
俊
蔵
(
第
四
分
団
)

上
野
欝
治
(
第

一
分
団
)

潰

守

(

第

三
分
団
)

定

作

彰

一
(
第
四
分
団
)

森
野
光
次
(
第
八
分
団
)

.
瞳
浦
地
方
分
会
長
霊
彰

只
平
和
博
(
第
八
分
団
)

大
谷
高
由
(
第
一
分
団
)

押
栗
岩
夫
(
第
二
分
団
)

山

口

正

(第

三
分
団
)

構
内
輝
幸
(
第
四
分
団
)

中
田
明
男
(
第
五
分
間
)

福

本

幸

一
(
第
六
分
団
)

早
川
公
雄
(
第
七
分
団
)

中
間
福
持
(
第
九
分
団
)

岩
佐
誠
明
(
本
部
機
動
隊
)

.
瞳
浦
町
消
防
団
長
表
彰

山
崎
芳
洋
(
第
七
分
団
)

細
谷

善
信
(
第

一
分
団
)

下
村
幸
司
(
第

二
分
団
)

呑
口
和
昭
(
第

三
分
団
)

甫
坂
勝
(
第
四
分
団
)

井
内
豊
(
第
五
分
団
)

山
本
靖
博
(
第
六
分
団
)

谷
崎
亀
夫
(
第
八
分
団
)

岩
佐
博
之
(
第
九
分
団
)

伊
丹
真
悟
(
本
部
機
動
隊
)

※
十
二
旦
二
十
一
日
付
け
で
次
の

方
々
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

-
勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

末
康
孝
好
(
第

一
分
団
)

上
野
昌
也
(
第

一
分
団
)

樋
口
満
詩
夫
(
第

一
分
団
)

地
区
ぬ
消
防
活
動

私
た
ち
が
守
り
ま
守
ゲ 

企第� 6介団(今山・西岡・中角) .企第�  5分団(久国・棚野)

MUS04
テキストボックス
消防団・出・初・式・

MUS04
テキストボックス
ごくろうさまでした

MUS04
テキストボックス
地区の消防活動私たちが守ります

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



(3) 平成 4年� 2月1日� iJ込

オt

J コ つ ら 第260号

「一

く団長あいさつ〉 河
野
正
俊
(
第

一
分
団
)

樫
本
昌
夫
(
第

二
分
団
)

呑
口
和
昭
(
第

三
分
団
)

塩

栗

裕

(

第

三
分
団 
)

木
原
卓
司
(
第

三
分

団
)

上
回
普
二
第
四
分
団
)

甫

坂

勝

(

第

四

分

団
)

中
国
明
男
(
第
五
分
団
)

岡
義
尚
(
第
五
分
団
)

高
田
宏
幸
(
第
五
分
団
)

福

本

幸

一(
第
六
分
団
)

山
下
実
(
第
六
分
団
)

真
木
右
八
(
第
六
分
団
)

三
崎
厚
克
(
第
六
分
団
)

早
川

公

雄

(
第
七
分
団
)

加
藤
慶
司
(
第
七
分
団
)

山
村
敏
喜
(
第
九
分
団
)

山
口
和
紀
宣
(
本
部
機
動
隊
)

勝
浦
町
消
防
団

団

長

谷

※
一
月
一
日
付
け
で
次
の
方
々
が

入
団
さ
れ
ま
し
た
。

よ
おる� 

h 顧し
いく
し
ま
す

稲中押佐池上中岡
川村栗藤谷平川本美

重
男
(
本
部
機
動
隊
)

一
宏
(
第

一
分
団
)

等
(
第

一
分
団
)

詔
好
(
第

一
分
団
)

栄
作
(
第

一
分
団
)

宏
佳
(
第
二
分
団
)

昌
幸
(
第
二
分
団
)

敬
二
(
第

三
分
団 
)

貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
月
十
五
日
に
開
催
さ

れ
た
勝
浦
町
消
防
団
出
初
式
に
お
い
て
、

二
百
四
十
名
一

の
消
防
団
員

一
問
、
更
に
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
一

で

あ

り

ま

す

。

一

昨
年
の
本
町
の
災
害
は
、
建
物
火
災
が
二
件
発
生
し
一

て
お
り
ま
す
が
、
消
防
団
員
の
的
確
な
消
火
活
動
に
よ
一

り
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
度
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
一

き
ま
し
た
こ
と
は
、
消
防
団
員
の
日
噴
の
熱
意
と
訓
練
一

の
賜
物
と
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
町
民
皆
様
方
の
ご
期
待
と
一

信
頼
に
こ
た
え
る
べ
く
、
尚

一
層
努
力
を
重
ね
て
ま
い
一

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
一

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

一

び
に
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、
以
っ
て
社
会
の
福
祉
に

私
た
ち
消
防
団
員
の
使
命
は
、
地
域
住
民
の
生
命
並

野太谷柏岡久陽津市加前向鶴関
上田 原本保地 原藤田井井東

誉
司
(
第
三
分
団
)

義
道
(
第

三
分
団
)

孝
伸
(
第
四
分
団
)

治
(
第
四
分
団
)

隆
(
第
五
分
団
)

義
昭
(
第
五
分
間
)

勝
雄
(
第
五
分
団
)

博
己
(
第
六
分
団
)

和
文
(
第
六
分
団
)

孝
史
(
第
六
分
団
)

俊
雄
(
第

六
分
団
)

昌
典
(
第
七
分
団
)

豊
(
第
七
分
団
)

貞
幸
(
第
九
分
団
)

議


企第 9介団(掛谷・沼江・石原) ...第 8分団(星谷・黒岩) ...第 7介団(生名)

MUS04
テキストボックス
団長あいさつ　勝浦町消防団

MUS04
テキストボックス
よろしくお願いします

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



l
。
試
合
終
了
の
笛
。

跳
び
上
っ
て
喜
ぶ
選
手
。
わ
き
上
が
る
応
援
団
。

i
ム
を

l
ム
を
二
十

l
ム
を
二
十
七
対
九
の
大
差
で
破
り
、
勢
い
に

l
ム

に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
背
が
低
い
と
い
う
ハ

ン
デ
を
十
人
が
力
を
合
わ
せ
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
ち

抜
い
て
き
た
子
供
た
ち
に
拍
手
を
送
り
ま
す
。

現
在
、
横
瀬
、
生
比
奈
両
小
学
校
で
、
約
五
十
人

の
男
女
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
体
力
づ
く
り
や

友
情
を
育
ん
で
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
A
ヱ
入
会
に
お
い
て
、
稼
勢
秀
樹
君
(
棚
野
)

が
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

第 6回勝浦町

スポーツ少年団連合駅伝大会
「目指せ、未来の長距離ランナー」

問
年
選
手

表
彰
を
受
け
る

石
木
正
昭
選
手
国

高
木
雅
子
選
手
側

石
田
早
人
選
手
国 

1月 19日 勝浦中学校グラウンド

一一一一.ウイジヲースポーツ*花ざかり 11・-
見事第  3位入賞
~横瀬ミ二バスケット~

ホ親子ランナーに沿道の官援P

阿
波
路
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

恒
例
の
駅
伝
大
会
は
、

一
月
四
日

か
ら
六
日
ま
で
数
々
の
名
場
面
を

残
し
て
三
日
間
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た。
今
回
は
前
回
よ
り
も
順
位
は
下

げ
た
も
の
の
、
負
傷
し
た
選
手
が

十
回
の
長
丁
場
を
好
成
績
で
完
走

す
る
大
奮
闘
が
見
ら
れ
た
り
、
山

平
里
美

・
掌
お
聞
き
ん
(
三
諜
)
の

女
子
親
子
ラ
ン
ナ
ー
が
話
題
を
呼

び
ま
し
た
。

な
お
、
今
大
会
に
際
し
て
ど
尽

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
務
襲
冨
の
方
々

を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
に
は
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ピ
ッ

二
十
四
対
十
二
の
ス
コ
ア
。

五
年
間

一
度
も
勝
て
な
か
っ
た
宿
敵
論
回
チ

破
っ
て
ベ
ス
卜
四
入
り
を
果
し
た
瞬
間
で
し
た
。

横
瀬
小
学
校
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
、

六
年
生
最

後
の
大
会
に
お
い
て
、
初
戦
見
能
林
チ

二
対
十
二
、
二
回
戦
は
ベ
ス
ト
八
を
か
け
て
強
豪
海

南
チ

乗
っ
て
見
事
準
々
決
勝
も
突
破
し
ま
し
た
。

準
決
勝
で
は
、
惜
し
く
も
優
勝
し
た
撫
養
チ 

... 

MUS04
テキストボックス
・ウィンタースポーツ　花ざかり・
見事　第３位入賞　横瀬ミニバスケット
第３８回　徳島駅伝大会

MUS04
テキストボックス
第６回　勝浦町　スポーツ少年団連合駅伝大会
目指せ、未来の長距離ランナー

MUS04
テキストボックス
１０年選手表彰を受ける

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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ザコカ込
(5) 平成4年� 2月� 1日� 

寝袋寝JEJj旬:EJJE;

つ ら	 第260号

一
閉
会
式
一

I
l
l
i
-
-
|

l
場||
|会
|

FE
生� L.J

・
時
間

O

v
l

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
決
ま
る

平
成
4
年
9
月
ロ
日
�
 

午
後
8
時
か
ら

・

場

所
生
比
奈
小
学
校
体
育
館

、日
日
同
は
、
横
瀬
の
勤
労
者
体
/

ど
育
館
で
行
い
ま
す
。

¥

・
2
月
日
日
伺
審
判
講
習
会
�
 

・
2
月
却
日
同
審
判
講
習
会

家
庭
婦
人
パ

ボ
ー
ル
教
室
及
び

審
判
講
習
会
の
案
内
�
 

-
2
月
1
日
同
審
判
講
習
会

-
2
月
8
日
伸
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

-
2
月
幻
日
�
 ω
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

0000000
 

i
m
E

3需� 

l

グ� 

校

寝袋寝

来
年
は
い
よ
い
よ
東
四
国

平
成
4
年
度

全
日
本
社
会
人
-
フ
イ
ブ
ル
射
撃

〈
〉∞

ー
�
 

(ピ 

・
平
成
4
年
9
月
日
日

制

∞

・
午
後
3
時

却

分

ん

い

。

』

。


ム
ラ
イ
フ
ル

・
ピ

競
技
選
手
権
大
会

l
ム
ピ
ス
ト
ル
)

ま
た
、
こ
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
に
先
立
っ
て
本
年
六
月

に
は
徳
島
県
高
校
総
合
体
育

大
会
の
ビ
�
 ム
ラ
イ
フ
ル
射

l

一
会
場
一

「
1
1
1
1
1
1
1

勝
浦
町
立
生
比
奈
小
学
校
ゆ

グ

ラ

ウ

ン

ド

〈

国
閣


勝
浦
町
立
生
比
古
不
学
校
∞

体

古

宵

館

∞

∞


国
体
。
国
体
開
催
市
町
村
で

は
国
体
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
答
�
 
R

大
い
に
盛
り
上
げ
る
た
め
前

年
に
、
国
体
に
準
ず
る
各
種

大
会
(
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
)

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

徳
島
県
で
は
六
月
開
催
の

ラ
グ
ビ
ー
か
ら
始
ま
り
、
十

一
月
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ま
で
十

九
競
技
が
二
十
市
町
で
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
は
本
年
九
月
十
二

日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
、

平
成
四
年
度
全
日
本
社
会
人

l

ラ
イ
フ
ル
射
撃
(
ビ
�
 ム
ラ

イ
フ
ル

・
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
)

競
技
選
手
権
大
会
を
生
比
奈

小
学
校
体
育
館
を
会
場
と
し

て
、
全
国
か
ら
選
手
、
監
督

が
百
人
前
後
、
町
内
外
か
ら

大
会
役
員
二
百
人
、
競
技
役

員
三
十
人
、
競
技
補
助
員
六

十
六
人
、
競
技
会
係
員
、
補

助
員
百
四
十
人
で
総
数
五
百

三
十
六
人
が
具
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

砂
昨
年
間
月
石
川
国
体

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
競
技
風
景

民
体
育
大
会
勝
浦
町
実
行
委

V
〈
〉ω

撃
が
生
比
奈
小
学
校
体
育
館

で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

両
大
会
と
も
鍛
え
ら
れ
た

選
手
が
力
と
技
を
競
う
大
会

と
し
て
本
町
初
の
試
み
で
す

の
で
、
町
内
の
方
の
ご
声
援

口
問
凶
�
 

を
お
願
い
し
ま
す
。


な
お
、
宿
舎
は
徳
島
市
内


を
予
占
応
し
て
い
ま
す
。


リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
要
項

案
(
抜
粋
)
は
次
の
と
お
り

で
す
。

U

員
会口

問
凶
〕

徳
島
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
連
盟

一
競
技
種
目
一

・9
2呂
田
�
 

B
司

i
l
l
i
-
-
J

判・� 

・

羽

∞
�
 

羽
・
�
 

-u日
制
B
R
S

B
R
L
T
ω

B
P

B
R
2
p
 ∞∞

徳
島
県

・
徳
島
県
教
育
委

B

冷。

。


員
会

・
第
必
回
国
民
体
育
大

会
徳
島
県
実
行
委
員
会

・
制

的

徳
島
県
体
育
協
会

・
勝
浦
町

体
育
協
会

・
徳
島
新
聞
社

・

四
国
放
送

・
N
H
K徳
島
放

送
局

R
T

同
州
軍

ロ
門
岡
〕

・
(
各
種
目
と
も
 )1
位
選
手

権
註
・
メ
ダ
ル
・ト
ロ
フ
ィ
ー

ω
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:
・ イ

各
都
道
府
県
ラ
イ
フ
ル
射
∞

撃
聖
云
(
連
盟
)
が
推
薦
す
る
ゆ

人
。
た
だ
し
、
大
学
及
び
宣
向
。

校
の
射
撃
部
員
(
含
む
同
好
か

会
)
は
参
加
で
き
な
い
。
∞

車製 札� 1*1~今平 |大|
思里厄� 151T除|
芸品合白 量;#:喧l
 
-浦本 手 撃全
第町ラ 権(日 �  

大� B 本

国語 会与芸
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開成月成'"つ粁 恰|
響4日4同|射 性� l日� 9(日)9 LJ 

分月 と月 月
す� 11 12 

日 る日 日
帥� 。働 ω
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・
2
位

1
3位
賞

状

・
メ

ダ
ル
・
ト
ロ
フ
ィ
ー

・
4
位
J
6位
賞

状
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〈
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ビームライ プノレ講習会� 

D あなたも撃ってみませんか?

今月は	 2月� 1日出� 13時"'21時� 

2月15日同� 13時"'21時

福祉センター� 3階において練習コーナーを設

けていますので，講習会の日でなくても教育委

員会までご連絡いただければ練習できます。

MUS04
テキストボックス
東四国国体だより

MUS04
テキストボックス
ビームライフル講習会
あなたも撃ってみませんか

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



つ ら 平成� 4年� 2月� 1日 (6) ザコカ込
第� 260号

か
ら
二
十
九
日
の
午
前
中
に
横

瀬

・
勤
労
者
体
育
館
ま
で
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

ビ
一ツ

7
勝
取

e

・
三
月
七
日
と
八
日
件
後
場
に

一

お
い
て
、
大
好
評
の
雛
市
を
開

問

き
、
手
づ
く
り
品
、
お
菓
子
、
明

農
産
物
等
の
販
売
を
し
ま
す
。

時

・
後
援

勝
浦
町

渚

器

相

先

日

井
戸
端
塾
実
行
委
員
会

日 

(宮
二

二

五
一一

)
引

時

勝
浦
町
教
育
委
員
会

日

新
と
く
し
ま
県
民
運
動

引

い
ぷ 

-っ


勝
浦
町
推
進
協
議
会

時

輩春を峨ヲ;どック乙噂まつり 響


春
の
息
吹
と
と
も
に
、
ひ
な

勝
浦
町
商
工
会

問

祭
り
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

勝
浦
町
婦
人
会

問

今
年
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
勝
浦

勝
浦
町
青
年
会

制

「
地
球
と
結
ぶ
勝
浦
づ
く
り
」

星
谷
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
会

時

を
目
指
し
て
い
る
地
域
づ
く
り

井
戸
端
塾
実
行
委
員
会
(
殿
川

武
田
友
委
員
長
ほ
か
十
七
名
)
が

主
催
し
、

三
月

一
日
か
ら
三
月

八
日
ま
で
横
瀬

・
勤
労
者
体
育

館
で
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
を
開
催

ビ字
紙令
室… 

し
ま
す
。

4
月
5
日
午
後
1
時
か
ら
日

大
宮
八
幡
神
社
境
内
(
星
谷
)
叩


雛
人
形
大
集
合

古
く
な
っ
て
傷
ん
だ
人
形
や
何


処
分
に
困
っ
て
い
る
人
形
が
あ

明

ひ
な
だ
ん

当
日
、
百
段
初
雛
壇
に
二
千

り
ま
し
た
ら
、
希
望
に
よ
っ
て 

+


か
ら
三
千
体
の
雛
人
形
を
飾
り

供
養
し
ま
す
の
で
、
四
月
五
日

目


付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
午
前
中
ま
で
に
星
谷

・
大
宮

日


物
置
や
押
入
れ
に
眠
っ
た
ま

八
幡
神
社
ま
で
運
ん
で
く
だ
さ
明

ま
の
人
形
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

あ
り
ま
し
た
ら
二
月
二
十
八
日

土
曜

異
合
り
や
ら
ん
ぽ
ら
ん
会
令

中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文

手見

幸
せ
を
願
う
気
持
ち
は
、
世

界
中
の
人
々
全
員
が
持
ち
続
け

て
い
る
希
望
の

一
つ
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
に

一
歩
で
も
近
づ

け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
の

が
税
で
す
。
私
た
ち
は
、
自
分

た
ち
が
払
っ
て
い
る
税
が
ど
の

よ
う
な
所
で
、
ど
の
よ
う
な
人

た
ち
に
役
立
っ
て
い
る
か
を
知

ろ
う
と
は
せ
ず
、
消
費
税
反
対

な
ど
の
抗
議
ば
か
り
し
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
の
経

済
大
国
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
日
本
も
国
民

一
人
ひ
と
り
か

ら
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
税
金
が

あ
っ
て
こ
そ
こ
こ
ま
で
こ
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
ま

だ
働
い
て
い
な
い
の
で
、
所
得

税
や
法
人
税
な
ど
と
い
っ
た
税

金
は
払
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
買
っ

勝
浦
中
学
校
三
年

滝

口

友

則

た
口
卯
物
に
か
か
る
消
響
翠
と
い
っ

た
形
で
払
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
、
初
め
は
い
や
な
気

が
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
払
っ

た
税
金
が
人
の
た
め
に
も
な
り
、

ま
た
自
分
の
た
め
に
も
な
る
と

思
え
ば
そ
ん
な
に
い
や
な
気
も

し
な
く
な
り
ま
し
た
。

税
に
助
け
ら
れ
て
い
る
所

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
今
通
っ
て
い
る
学
校

が
そ
う
で
す
。
九
年
間
と
い
う

義
務
教
育
の
中
で
、
校
舎
を
つ

く
っ
た
り
教
育
費
を
払
っ
た
り

し
て
く
れ
て
い
る
の
が
す
べ
て

税
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
病
気
を
し
た
り
、
け

が
を
し
た
り
し
た
時
病
院
へ
行

き
ま
す
が
、
こ
こ
で
払
う
お
金

は
、
本
当
な
ら
す
ご
く
か
か
る

そ
う
で
す
が
、
や
す
い
値
段
で

し
ん
さ
っ
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
税
な
の

で
す
。他

に
、
土
木
費
と
し
て
道
を

つ
く
っ
た
り
橋
を
つ
く
っ
た
り

す
る
お
金
も
税
金
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
、
高
齢
化
社
会
に
な
り
つ

つ
あ
り
幸
子
。
そ
の
中
で
、
も
っ

と
税
金
が
増
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
将
来
の
自
分
に
払
っ
て
い

る
と
思
い
な
が
ら
負
担
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の 

4
7に
、
税
と
い
う
の
は

身
近
な
と
こ
ろ
で
自
分
自
身
に

役
に
立
っ
て
い
る
も
の
な
の
で

す
。
ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊

と
い
っ
て
発
展
途
上
国
な
ど
の

固
に
派
け
ん
さ
れ
る
団
体
も
あ

り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
税
に
助

け
ら
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る

の
で
す
。
海
を
こ
え
て
世
界
の

人
へ
お
く
ら
れ
る
幸
せ
を
つ
く

り
出
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
あ
な
た
の
税
が
人
々

を
、
世
界
を
地
球
を
救
う
の
で

す。

MUS04
テキストボックス
春を呼ぶ　ビッグひなまつり

MUS04
テキストボックス
ビッグ雛市

MUS04
テキストボックス
ビッグ雛人形供養

MUS04
テキストボックス
中学生の税に関する作文
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(7) 平成 4年� 2月1日� 
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大
根
を
使
っ
た

4
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
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$
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園

前田一，.
 
さ
る

一
月
十
八
日
、
十
九
日
、

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
図
書
館

司

ぞ
亘
列
つ
芸
街
長
メ
-7
つ
九
、
二
�
 

v
h
A
レ
F
4
L
〆
レ
ゴ
コ
�
 
t

d
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-

-
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:
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E
医
て
が
守
�
 
t
Eiy
d↓メ・カ� 
=-r

-一

ま
し
た
。

士

第
一
会
場
(
件
匡
福
祉
セ
ン
タ
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)

士

こ
ま
弘
�
 
K
き
�
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U
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う
芯
事
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ヒ
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、
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目
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ι
0
1
UI
E
口
d
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1
 
i
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t
f〉
�
 E
t
i〉
三
�
 
1
1
:

、
�
 

E
盛
田
老
1
下
旬
今
幻

2」
�
 

σ1品
日
開
カ

S
ロ
二
与
式
且
町
「
罰
到
し宣
ヨ
虐
�
 
h
J

こ
ま
�
 hL
r

&F
-
-dコ
ふ
唱

〆
R
E
--zz e
岳民、� 
.
u
V
B
t
ノ
、
仁

学
校
児
童

・
生
徒
の
作
品
な
ど
約

J
J
Z
4
4
 4
L

-

d
3
7一山崎
� 

E
史二、� 
E
E

、し
�
 

-z

、
J

こ
0

t
E
E，寸� 
J
六
、
担
障
を
刀
�
 2
・才� 
4
d
l
t

c

、R

-

、
主
"、、き
、崎、� 
J
e
、
.z f

、
】、
�
 

1
t
H拒抑
�
 A
ノ乙� 

Zσ
ノ
�
 

I

f

J

1

1

什

用
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
大
根
を

使
っ
た
料
理
な
ど
も
大
変
好
評
で

二

し

た

。 勝
浦

一-'
 

・吋・州一一一一

多
く
の
町
民
が
集
ま
る
こ
と
の

少
な
い
草
紅
で
す
が
、
コ
メ
デ
ィ
ー

風
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ム
ラ
は

3
・
�
 

3
・
7
拍
子
』
で
町
民
が
集
い
み

ん
な
で
楽
し
み
、
町
お
こ
し
に
協

力
で
き
れ
ば
と
青
年
会
は
計
画
し

ま
し
た
。

青
年
会
が
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

※
後
援
団
体

勝
浦
町
教
育
香
貝
会

・
勝
浦
町

区
長
会
・
勝
浦
町
婦
人
会

・
勝
浦

町
老
人
会

・
勝
浦
郡
P
T
A連
合

会

・
勝
浦
郡
農
協

・
上
勝
町
青
年

会

・
井
戸
端
塾
会
議

・
上
勝
町
2
 

な
お
、
当
日
小
学
生
及
び
乳
幼

児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
楽

し
い
ビ
デ
オ
を
用
意
し
た
託
児
所

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
刊
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
体
育
館
専
用
暖

豪
語
主
語
し
て
い
ま
す
の
で
、

会
場
へ
は
、
座
ぶ
と
ん
の
み
ご
持

参
く
だ
さ
れ
ば
、
安
心
し
て
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
�
 

'92年iJ，~さときや51'ん新春公演 in勝浦
 
-とき 	 2月15日(土.)� PM 6 :30~9 :15 (PM 6 :00開場)(全席自由)

・ところ	 生比奈小学校体育館 ←~チケヴト~ 

・主催 	  勝浦町青年会
i・一般�  3.000同� l 

勝浦町青年会事務局� ~2-251 1(町役場内)

MUS04
テキストボックス
日本一周　みゅーじかる　ムラは３・３・７拍子　当世面白一座
街が笑い　ムラが笑い　人々の心がおどり出す

MUS04
テキストボックス
９２年ふるさときゃらばん新春公演in勝浦
勝浦町青年会

MUS04
テキストボックス
勝浦町芸術祭

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



つ (8) ザコ ら 平成� 4年� 2月� 1日ヌう込第� 260号

人

徒
の
書
写
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
あ

勝
浦
町
川
柳
ク
ラ
ブ

ら
た
め
て
認
識
し
た
」
と
の
声
も

聞
か
れ
、
図
書
館
の
芸
術
祭
は
大

に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

H

図
書
館
の
玄
関
、
ホ
l
ル
、
郷

土
容
認
展
示
室
で
は
、
鮮
蔽
御
流
、

川
柳
弥
じ
馬

平
成
三
年

一
月
か
ら

組
本
俳
句

肩切e・"え会必会え"

是技術十議� 
4・ぷ‘亀有，，'
1.A ，('.t;.I/A 

‘
 

勺，、� 
.
 

“
�
 

7

』

F

文
芸
集
い
ろ
い
ろ

ム
H
民
具
と
農
具
展
一
変
宮

1
日
J
お
日

企楽しい図画作品

町
内
の
方
々
の

文
芸
集
い
ろ
い
ろ
グ

図
書
館
で
は
、
町
内
の
方
々
の

作
品
、
文
芸
集
な
ど
、
寄
贈
い
た

だ
い
て
い
ろ
い
ろ
そ
ろ
っ
て
お
り

ま
す
。
自
分
の
作
品
、
ま
た
知
っ

て
い
る
方
の
作
品
を

一
度
図
書
館

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
坂
本
俳
句

平
成
二
年
九
月
集
か
ら

食
勝
浦
町
民
文
芸
集

か
つ
う
ら
第

一
、
ニ
集

カ
横
瀬
小
学
校

鹿
背
山
新
聞

平
成
三
年
五
月
か
ら

二
月
の
図
書
館

行
事
と
休
館
日

庁第
二
会
場
図
室
長
も

大
に
ぎ
わ
い
�
 

郷
土
資
料
展
示
会

4

民
具
と
農
具

特
別
展
示
会

郷
土
資
料
展
示
室

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に

安
徳
島
県
八
令
英
図
書
館
曹
暴
附
修

交
流
会

勝
浦
町
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

お
日

会
日
曜
こ
ど
も
映
画
会
と
お
は
な

未
生
流
、
各
流
派
の
生
け
花
が
と

こ
ろ
狭
し
と
飾
ら
れ
ま
し
た
。
図

書
館
で
の
生
け
花
展
は
、
本
年
度

は
じ
め
て
で
あ
り
、
大
作
ぞ
ろ
い

で
訪
れ
る
人
達
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
視
懸
昆
室
で
は
、
児宜
夏
、

生
徒
の
作
品
展
が
あ
り
、
書
写

・

図
画

・
工
作
な
ど
が
な
ら
べ
ら
れ

熱
心
に
見
て
い
る
親
子
連
れ
が
、

め
だ
ち
ま
し
た
。
「
町
内
の
児
童
生

民
具
、
曲
庚
目
六
も
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
展
示
物
を
見
な
が
ら
昔
を
な

つ
か
し
ん
で
、
ひ
と
と
き
時
聞
を

忘
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
も
の
は
家

第

一
巻
�
 第
五
巻

で
も
む
か
し
使
っ
て
い
た
な
ど
、

食
勝
浦
町
社
会
総
合
大
学

日

話
に
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

j

M

し
会2

日、� 

av

9
日、

日
日
、
幻
日
�
 

お
は
な
し
の
内
容
は

...美しい生け花

お
た
の
し
み
・

大
県
立
図
書
館
協
力
巡
回
目

日
日
、
お
目

安
休
館
日

3
日
、
叩
目
、
白
日、� 

-
文
芸
作
品
紹
介

女
愛
文
社
俳
句
集

短
歌
学
級
作
品
集

昭
和
六
十
二
年

一
月
か
ら

却
日

企すばらしい望書写作品

MUS04
テキストボックス
図書館だより　毎月末日　毎週月曜日　が休館日です
町芸術祭
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多多多警護<6しの中の人権多多多警護
今
月
は
、
平
成
四
年
三
月
三
十

一
日
を
も
っ
て
失
効
な
る
、
地
対

財
特
法
(
地
域
改
善
対
策
特
定
事

業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
)
の
失
効
後
の

同
和
対
策
に
関
す
る
地
域
差
寄
対

策
壇
融
会
か
ら
政
府
に
対
す
る
意

見
具
申
を
掲
載
し
ま
し
た
。

意
見
真
申
の
要
旨

法
失
効
後
の
方
策

地
域
撃
車
問
対
策
は
永
続
的
に
講

じ
ら
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
な

く
、
事
業
の
迅
速
な
実
施
で
早
期

引

世

紀

一

ι

一叶川
一

ι

Z

一倍
残
キ
g

C-J-

町
民
と
し
て
の
取
り
組
み

同
和
問
題
を
家
庭
内
で
話
し
合
い
、

人
権
意
識
を
高
め
よ
う
。

に
目
的
を
達
成
す
べ
き
で
あ
る
。

平
成
四
年
度
以
降
の
物
的
事
業

量
が
相
当
程
度
見
込
ま
れ
、
ま
た

非
物
的
な
事
業
の
面
に
お
い
て
も

今
後
と
も
努
力
を
続
け
て
い
か
ね

ば
な
ら
ず
、
直
ち
に

一
般
対
策
に

費
行
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。

平
成
四
年
度
以
降
も
所
要
の
財

政
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
り
現
行

法
制
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
法
的
措

置
を
含
め
適
切
な
措
置
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
地
域
撃
害
対
策
の

効
果
を
測
定
し
、
同
和
地
区
の
実

態
や
国
民
の
意
識
等
に
つ
い
て
把

握
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
今

後
の
地
域
改
善
対
策
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
審
議
す
る
機
関
が
引
き

続
き
必
要
で
あ
る
。

合
後
の
施
策
の

重

点

課

題

-
よ
り
安
定
し
た
就
労
が

で
き
る
た
め
に

①
学
力
の
向
上
、
技
能
習
得
の
推

進
②
応
募
者
の
適
正
と
能
力
の
み
に

基
づ
く
公
正
な
採
用

・
選
考
シ

ス
テ
ム
を
確
立
す
る
よ
う
企
業

へ
の
啓
発
指
導

①
尚
和
地
区
の
農
林
漁
業
に
つ
い

て
地
成
全
体
と
し
て
取
り
組
む

意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
検

討-
心
理
的
差
別
の

解
消
に
つ
い
て

①
感
発
活
動
の
よ
り
積
極
的
な
推

進
②
地
域
撃
者
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
活

性
化
の
た
め
の
環
境
づ
く
り

③
ハ
ム
的
機
関
に
よ
る
差
別
事
件
の

中
立
公
正
な
処
理
の
推
進
と
人

権
擁
護
機
関
の
充
実
、
強
化

⑨
尚
和
問
題
を
含
め
た
人
権
問
題

J

L
叫
ん
め
に

u
川
円
;
:

-i 

、
、

に
対
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
へ
の
期
待

-
教
育
に
つ
い
て

①
基
本
的
人
権
の
確
立

⑦
教
育
上
の
格
差
と
解
消
な
ど
を

課
題
と
し
て
施
策
を
実
施
し
て

お
り
、
学
校
教
育

社
会
教
育

の
よ
り
効
果
的
推
進

③
大
学
で
の
人
権
教
育
の
普
及
充

実
を
望
む

4

フ
後
の
地
域
改
善
対
策
を

適
正
に
推
進
す
る

定
め
の
方
針

鉛
行
政
の
主
体
性
の
確
立

⑦
尚
和
関
係
者
の
自
立

向
上
精


神
の
か
ん
養


③
え
せ
(
似
て
い
る
)
同
和
行
為


の
排
除


⑤
個
人
給
付
的
事
業
の
資
格
審
査

り意、富の
徹
底
、
住
宅
新
築
資
金
の
償

見和
還
率
の
向
上
、
低
家
賃
の
是
正

重量
のに 

でっ 

きい 

るて 


霊2
づ由

戸ー、

な
ど
の
方
針
が
出
さ
れ
た

町
と
し
て
も
、
今
後
こ
の
意
見

具
申
に
対
す
る
、
国
の
方
針
を
踏

ま
え
町
民
の
理
解
と
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
同
和
教
育
を
推
進
し
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

用
語
の
説
明

地
対
財
特
法
の
施

行
に
伴
い
政
令
で
引

き
続
き
設
置
さ
れ
た

も
の
で
、
同
対
法
施

行
時
の
同
和
対
策
協

議
会
の
後
身

委
員
構
成
は
、
学

識
経
験
者
、
省
庁
の

事
務
次
官
ら
二
十
人

で
、
磯
村
英

一
(東

京
都
立
大
ゑ
泉
護
)

が
会
長
。
同
和
対
策

に
つ
い
て
の
調
査
、

審
議
す
る
の
が
主
な

役
割
で
、
総
理
大
臣

や
関
係
大
臣
に
意
見

を
述
べ
る
こ
と
(
意

思
具
申
)
が
で
き
る
。

地域改善対策協議会〈地対協〉

b

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権　２１世紀に部落差別を残さないために

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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ま
た
き
れ
い
に
水
洗
い
し
て
あ
る

方
等
収
集
す
る
人
の
身
に
な
っ
て

出
さ
れ
て
い
る
方
に
は
頭
が
下
が

る
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

一
番
多
い
缶
は
ピ
�
 ル
の
缶
で
、

ジ
ュ
ー
ス
の
缶
は
ほ
と
ん
ど
ア
ル

ミ
缶
の
よ
う
で
も
ス
チ
ー
ル
缶
で

し
た
。4

回
早
し
て
く
だ
さ
っ
た
二
震
の
中
野

ひ
き害

時
子
さ
ん
に
ア
ル
ミ
缶
の
分
類
に

つ
い
て
お
話
を
聞
い
て
み
ま
す
と

「
今
ま
で
の
習
慣
で
ア
ル
ミ
缶
、
ス

チ
ー
ル
缶
等

一
緒
に
入
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、分
類
す
る
こ
と

同
で
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

に
よ

っ
て
少
し
で
も
ゴ
ミ
の
量
が

減
る
の
で
あ
れ
ば
、
主
婦
の

一
人

と
し
て
、
で
き
る
こ
と
は
こ
れ
か

ら
も
ア
ル
ミ
缶
回
収
に
協
力
し
て

い
き
た
い
。」
と
う
れ
し
い
言
葉
を

聞
き
二

人
で
も
多
く
の
方
が
ご

協
力
し
て
く
だ
さ
れ
ば
勝
浦
町
の

ゴ
ミ
の
減
量
化・
資
源
化
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

町
内
を
回
収
し
て
気
付
い
た
こ

と
は
、
ゴ
ミ
収
集
日
で
な
い
日
に

か
か
わ
ら
ず
、
フ
ェ
ン
ス
の
中
に

は
生
」
み
の
入
つ
れ
袋
か
沢
山
入
っ

て
い
た
り
、
フ
ェ
ン
ス
周
辺
は
缶

や
粗
大
ゴ

ミ
が
と
こ
ろ
狭
し
と
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
ご
み

袋
に
名
前
を
記
入
し
、
袋
の
口
を

ひ
も
で
結
び
収
集
日
の
当
日
八
時

ま
で
に
指
定
の
場
所
へ
出
し
ま
し
ょ

l

ド
ロ
ボ
�
 
E
に

ご
用
心
�
 
M

横
瀬
駐
在
所
巡
査
部
長

一交通事故巡回相談日
一
日
回
収
し
た
数
量
は
、
約
叩

-アルミ缶回収実績
地区地区 数量数 量

星 谷反 本� 2袋3袋

ぷ，λ 山� 3袋5袋与川内�  

沼江・石原� 2袋横 瀬� 1袋

2袋2袋中 山� 掛谷・山西� 

2袋5袋 生 名棚 野� 

8袋久 国� 6袋 中 角� 

最
近
勝
浦
町
内
の
魚
屋
さ
ん
二

に
狙
わ
れ
、

‘こコ

Q 

。� 
O 

の
は
、
し
め
忘
れ
の
戸
や
窓
か
ら

l
は
盗
ん
だ

l
に
入
ら
れ
な
い

町
内
+
三
か
所
で

h
o
ノ

F

雅� 

t住

田

アルミ缶め
回収を終えT

(坂 本)

岸上 イ 勺ア� ノ

l

軒
が
深
夜
ド
ロ
ボ

一
軒
は
未
遂
で
し
た
が
、

一
軒
は

中
に
入
ら
れ
て
、
レ
ジ
か
ら
現
金

二
千
円
余
り
を
盗
ま
れ
る
と
い
う

事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

静
か
な
町
に
突
然
、
市
街
地
な

み
の
盗
難
事
件
が
発
生
し
た
わ
け

で
す
。
幸
い
、
レ
ジ
に
大
金
を
置

い
て
い
な
か

っ
た
の
で
被
害
額
は

少
な
い
も
の
の
、
裏
口
の
ガ
ラ
ス

戸
を
破
っ
て
侵
入
し
て
お
り
悪
質

な
も
の
で
す
。

警
察
も
蓮
杭
発
生
を
防
止
す
る

た
め
、
深
夜
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
不

審
者
の
職
務
質
問
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
気
付
い
た
点
が
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
け
つ
こ
う

で
す
か
ら
最
寄
り
の
駐
在
所
ま
で

御
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
防
犯
と
い
う
点
か
ら
、

一
、
裏
口
の
戸
付
近
を
明
る
く
す
�
 

寒
風
が
吹
く

一
月
二
十
日
、
坂

本
事
業
所
か
ら
農
村
婦
人
の
家
ま

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て

い
る
方
と
十
三
か
所
回
収
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

ア
ル
ミ
缶
を
苦
労
し
て
小
さ
く

つ
ぶ
し
て
く
だ
さ

っ
て
あ
る
方
、

ア
ル
ミ
缶
を
回
収

』

け
の
際
は
、
必
ず
カ
ギ
を
し
て
お

侵
入
し
ま
す
。

逮
捕
し
て
も
被
害
金
品
が
返
っ
て

こ
な
い
こ
と
も
よ
く
あ
る
の
で
す
。

ど
う
か
ド
ロ
ボ

よ
う
に
、
御
用
心
し
て
く
だ
さ
い
。

る
(
犯
人
は
裏
口
か
ら
侵
入
し

て
い
る
)
。

二
、
庖
�
 (特
に
出
庖
に
つ
い
て
)

の
中
に
は
現
金
を
残
さ
な
い
。

三
、
で
き
れ
ば
、
非
常
通
報
装
置

を
設
置
す
る
。

四
、
不
審
な
客
に
注
意
す
る
。

五
、
何
日
間
も
屈
を
閉
め
る
時
に

は
、
近
所
の
人
に
連
絡
し
て
お

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
ゴ
ミ
の
減
量
化
・

資
源

化
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
今
回
出
さ
れ
な
か
っ
た
人
は
、

缶
を
つ
ぶ
し
て
保
管
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
次
回
の
回
収
日

は
、後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
�
 

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
般
家
庭
に

つ
い
て
も
お
出
か

い
て
く
だ
さ
い
。

l

ド
ロ
ボ
�
 の
手
口
で

一
番
多
い

最
後
に
、
ド
ロ
ボ

金
を
す
ぐ
使
っ
て
し
ま
う
た
め
、

-日 日寺 2月25日� (火)

午前� 9時~午後� 4時

-場所 小松島中央会館

・相談員� 田上隼庸

※ お気軽にご相談ください。

MUS04
テキストボックス
ドロボーにご用心

MUS04
テキストボックス
アルミ缶の回収を終えて

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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[j][E圃圃~~
園[ft]圃[1]固因圃

国保財政審 実 え~往


納税通知書でお知らせ

します。年度の途中で

職場の健康保険に入っ

たような場合は，世帯

主の届出により，その

つど計算し直します。

※
保
険
税
の
週
細

※
保
醗
税
の
き
め
方

は皆様方に納めていた

だく保険税と国の負担

金です。

だかないと国保の財政

は崩壊してしまいます。

めましょう。

※
必
守
則
固
と
お
り
に

国保を運営する費用 保険税がきまったら 一『¥

保険税を納めていた

必ず期日どおりに納

，ー¥

•被保険者と怠つだ
保険税は被保険者となった月から納めます。

被保険者とな った月とは，役場窓口で，被

保険者の届出をしたときではなく，他市町村

から転入してきた日 ， あるいは職場の健康保

険をやめた日など，加入の資格の発生した日

です。届出が遅れると，被保険者となった月

までさかのぼって，保険税を納めなければな

りません。• 

月から納税義務者
国保は世帯単位で加入しますが，

保険税もまた世帯単位で計算され

ます。 そして納税義務者は世帯主

です。世帯主 が他の健康保険に加

入している場合でも，家族のだれ

かが国保に加入していれば，世帯

主 が納税義務者となります。

• 

MUS04
テキストボックス
国保と医療費　必ず納めよう国民健康保険税
国保財政を支える柱
必ず期日どおりに　保険税のきめ方　保険税の通知

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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�
 

v

)nrul(
 

o
第
一
、
第
三
火
曜
日

費
支
払
領
収
書

・
そ
の
他
由
�
 

J

告
に

o o
-

J

、』ー

-

場

所

所
得
税
の
還
付
を

受
け
ら
れ
る
方

徳
島
市
文
化
セ
ン
タ
ー
二
階

告
(
O八
八
六
)
二
五
�
 O
三
0
0

申
告
に必

要
な
も
の

印
鑑

・
会
計
帳
簿

・
収
支
の
証

-

期

間

二
月
十
二
日
か
ら
三
月
十
六
日

ま
で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
。た

だ
し
、
次
の
日
は
休
み
ま
す
。

所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
申
告

期
間
中
、
町
役
場
税
務
保
険
課
で

も
行
っ
て
い
ま
す
が
、

一
般
の
申

日
曜
日
�
 

告
者
と
も
か
さ
な
り
、
大
変
混
雑

第
二
、
第
四
土
曜
日

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
還

拠
書
類

・
給
与
及
び
公
的
年
金
等

支
払
撃
ロ
書

・
生
命
保
険
料
及
び

損
害
保
険
料
払
込
証
明
書

・
医
療

付
申
告
専
用
会
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

住
民
税

・
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
自
ら
の
正
し
い
記
帳
に
基
づ

い
て
、

一
年
間
の
所
得
を
計
算
し

適
正
な
申
告
と
納
税
を
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

申
止
口
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
申
止
口
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ

た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足

の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、

加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期

限
内
に
正
し
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ

、。� 
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

所
得
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

年
中
に
妻
来
所
得
や
不

動
産
所
得

・
譲
渡
所
得
(
土
地

@
平
成
三
一

必
要
な
書
類

や
建
物
を
売
っ
た
場
合
)
な
ど

の
所
得
が
あ
る
人
。

@
給
与
所
得
者
は
年
末
調
整
で
そ

の
年
の
納
税
が
完
了
し
ま
す
の

で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
申
告
を

平成 4年度住民税申告受付及び所得税納税相談日程表

告
を
し
な
く
て
も
よ

月日(曜日) 該当地区 時間 場 所 

2月17日(月) 沼江，石原 石原集会所  

2月18日(刈 山西，掛谷 勝浦郡農協生比奈支所  

2月19日(水) 生名
午

勝浦町役場(2階会議室) 

2月20日(木) 久国

日リ

勝浦町役場(2階会議室) 

勝浦町役場(2階会議室)2月21日倒 棚野，立川

2月24日開 今山 九 今山センター 

2月25日(刈 中角
時

農村婦人の家  

2月27日(木) 黒岩 勝浦会館  

2月28日(量的 星谷 星谷集会所  

3月 2日(月) 中山 午 中山仮集会所  

3月 3日(刈 横瀬 後 農村環境改善センター  

3月 5日(木) 与川内
四

農村環境改善センター 

3月 9日(月) 坂本 勝浦郡農協坂本事業所  

3月10日(刈 坂本
時

坂本集会所  

3月12日(村 全町 勝浦町役場(2階会議室) 

3月13日倒 全町 勝浦町役場(2階会議室)

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
人
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
�
 

0

給
与
の
年
収
が

一
千
五
百
万

円
を
超
え
る
人
。

。
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受

け
て
い
る
人
。
�
 

0

給
与
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
あ
る
人
。
�
 

0

年
末
調
整
で
扶
養
控
除
や
配

偶
者
特
別
控
除
等
を
誤
っ
て

申
告
し
て
い
た
人
。

な
お
、
申

い
給
与
所
得
者
で
も
、
雑
損
控
除

や
医
療
費
控
除

・
住
宅
取
得
等
特

別
控
除
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
人
は

確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

(尚徳島税務署から所得申告(納税相談)について，呼び出しを受けている方は， 
2月19日(水)， 2月20日(木)， 2月21日(剣にl勝浦町役場 2階会議室で申告納税相
談を行いますので指定された日時を確認のうえ，必ず申告してください。

MUS04
テキストボックス
住民税・所得税の確定申告は正しく期限内に

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



43) (1

お
早
め
に
N
・

平成� 4年� 2月1日
カミ コ つ� ら 第260号

平
成
三
年
度
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
園

改
植
、
官
同
接
事
業
及
び
密
植
柑
橘
園

間
伐
事
業
を
申
し
込
ま
れ
京
い
る

方
々
ヘ
グ

(
O

A

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
の
改
植
、

コンビュータが電話で税金相談

をしているタックスアンサーは，

毎日'6時から24時まで年中無休で

動いています。

利用する際に必要なコード表は，

税務署や市町村役場の窓口に備え

消
費
税
・
贈
与
説
の

申
告
、
納
税
も

個
人
事
業
者
の
消
費
税
壁
応
申

告
は
一
月
か
ら
、
贈
与
税
の
・里
口

は
二
月
一
日
か
ら
受
付
が
始
ま
り

ま
す
。申

止
口
は
正
し
く
お
早
め
に
。
納

税
は
確
実
で
便
利
な
預
金
口
座
か

ら
の
振
苔
で
。
ま
た
還
付
金
の
受

取
は
、
預
金
口
座
へ
の
振
込
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
と
納
税
の
期
限
は

次
の
と
お
り
で
す
。

廃
車
手
続
き
は
、

確
実

済
ま

さ15 付け，ご希望の方にお渡ししてい

つー

軽
自
動
車
税
は
四
月

一
日
現
在

所
有
の
軽
自
動
車
(
原
付
自
転
車

等
を 
戸
む
)
に
対
し
て
課
税
さ
れ

せ� 
E
(

ま
す
。

J

tF; 


(
O

ど
の
申
止
口
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

し
た
が
っ
て
、
も
う
す
で
に
廃


わ
せ
は
徳
島
税
務
署
〈
宮 

八

車
し
た
軽
自
動
車
で
も
、
廃
車
の


一
〉
へ
。

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
今
後
宇
っ


と
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
明
な
点
は
、
町
役
場
税
務
保


ま
た
、
だ
れ
か
に
売
っ
た
り
、

険
課
(
宮
二
1

二
五
二二 

)


八
八
六
)
二
五 
1

一
九
圭
二
〉

譲
っ
た
り
し
て
も
手
続
き
を
し
な

動
車
受 

け
れ
ば
、
同
様
の
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

六
|
三一

な
お
、

一二
五
∞
以
下
の
原
付

月
末 

四
月
初
旬
の
接
木
適
期
ま

で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

保
存
方
法
は
製
材
の
オ
ガ
ク
ズ


(
内
地
材
の
こ
と
)
を
用
い
ま
す
。


コ
ン
テ
ナ
の
内
側
に
新
聞
紙
を
あ


て
が
い
、
オ
ガ
ク
ズ
が
こ
ぼ
れ
な


い
よ
う
に
入
れ
、
こ
の
中
に
穂
木


を
埋
め
、
更
に
乾
か
な
い
よ
う
に


新
聞
紙
で
覆
っ
て
お
く
と
よ
い
。


密
植
柑
橘
園
間
伐
事
業
を
お
申


し
込
み
の
方
は
、

二
月
十
日
頃
ま


で
に
作
業
安
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。


中
旬
頃
に
現
地
の
確
認
に
巡
回

を
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

吉
岡
接
事
業
に
つ
い
て
は
三
月
末
日

ま
で
に
事
告
木
を
済
ま
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
苗
木
の
入

手
が
出
来
し
だ
い
、
植
栽
が
で
き

る
よ
う
早
く
作
業
に
と
り
か
か
っ

て
く
だ
さ
い
。

伐
採
樹
を
焼
却
す
る
と
き
は
、

風
の
な
い
日
や
小
雨
等
の
日
を
選

び
火
災
の
発
生
に
は
十
分
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
大
量
に
、
し
か
も
長
時
間

燃
や
す
と
き
は
前
も
っ
て
町
の
消

防
係
(
環
境
衛
生
課
)
ま
で
連
絡

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

苗
木
の
植
栽
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
高
畦
や
盛
土
の
上
に
植

え
、
水
は
け
を
良
く
し
、
味
の
良

-
消
費
税
三
月
=
干
一
日

・
贈
与
説
一
二
月
十
六
日

消
費
税

・
贈
与
税
・
所
得
税
な

自
転
車
等
は
、
町
役
場
で
手
続
き

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
軽
四
輪
車
は
、軽
自
動

車
協
会
、

一
二
五
∞
を
超
え
る
二

輪
車
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島
陸
運

支
局
で
な
け
れ
ば
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
音
守
だ
さ
い
。

八
六
)
二
二 
1

四
二二

ご
相
談
は
税
務
相
談
室
八
宮 

へ
ご
担
談
く
だ
さ
い
。 

、軽
自

い
果
実
づ
く
り
に
心
掛
け
て
く
だ

2
0
八
八
六
|
一
三

さ
い
。

八
八

ま
た
、
高
接
に
つ
い
て
は
三
月

ー
ー
四
八
八
ニ
)
ま
で
お

中
旬
噴
ま
で
に
、
品
葉
統
の
は
っ

き
り
し
た
母
樹
か
ら
採
穂
し
、
三

|
六
六
七
五
)
ま
た
は
、
四
国
運

輸
局
徳
島
陸
運
支
局 

(E
O

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ますので， ご利用ください。

MUS04
テキストボックス
消費税・贈与税の申告、納税もお早めに

MUS04
テキストボックス
タックスアンサーのご案内

MUS04
テキストボックス
廃車手続きは、確実に済ませましょう
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-と き 2月29日(封午後 1時 ~

・会 場 勝浦町住民福祉セ γター

・主 催 徳島県

・内	 容 耳の不自由な人々のため


に会議等で話の内容を書いて伝える


筆記通訳を学ぶ


・申込先等	 2月27日までに役場住民


福祉課へ 宮 2-2511 


・定 員 40人(申込順)

農村環境改善センタ一利用のしおり 

新春囲碁・将棋大会盛大に開催

1月12日(日)改善セ γター 2階和室で囲碁 ・将棋大会が
盛大に開催されました。41名参加し，終日熱戦が展開さ
れました。
成績(入賞)は次のとおりです。 (敬称略)

女囲碁大会入賞者 。将棋大会入賞者

[優勝 伊丹  - [優勝 多田清  J
準優勝 鈴木恒朋) 準優勝一-新居佑介  

3 位・・・西谷 博 3 位一・竹林定義

休館日・電話番号の案内

休館日は毎週火曜日

告は 2-3300です

「一一参加 者募集一一「 

|石炭火力発電所見学!

徳島県では，現在橘湾への石炭火力発

電所の立地計画を推進していますが，こ

の度，阿南市周辺市町の地域住民の石炭

火力発電所立地計画に対する理解と協力

を得ることを目的に，第 2回竹原火力発

電所先進地見学会の参加者を募集してい

ます。

参加を希望される方は，次の要領によ

り県企業立地課まで申し込みくださし、。

マとき 2 月 20 日(木)~2 月 2 1 日(金) 

17白2日

マ見学先 ノ《スにて竹原火力発電所(広

島県竹原市)を見学

マ定員 32人(1市町  4人，抽選で決定)

マ参加費無料

マ対象 小松島市 ・勝浦町・ 那賀川町 ・

羽ノ浦町 ・鷲敷町 ・相生町 ・由岐町 ・

日和佐町に在住の方

マ申し込み先  
2月7日倒までに往復はがきに住所，

氏名，年齢，職業，電話番号を記入し

て県企業立地課まで(干770徳島市万

代町  1-1，宮 (0886)21-2124) 

“選んでください"
ボランティアグノレープ

勝浦町社会福祉協議会ではぬくもりのあるふれあ

いの町づくりをめざして，ボランティア活動を続け

て行きたいと考えております。活動の輸を広げるた

めに，ボランティアスクールを開講し，ボランティ

ア育成をはかり，より 一層の意識の向上をめざした

いと思います。

この度，勝浦町のボランティアグループのシソボ

ノレマークを選定することになりました。

次の 3点のマークの中から 1点を選び，社協事務

局 (ft2 -2511内線58番)までご連絡ください。

〆切は 2月15日。採用されたマークにお電話くだ

さった方 5名(多数の場合は抽選)に粗品をさしあ

げます。

MUS04
テキストボックス
筆記通訳一日講習会

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



(15) 平成4年� 2月1日� -IJ込 ずコ つ ら 第260号

県内の最低賃金

(1日 8時間労働，カッコ内は時間給 ・円)

1.地域別最低賃金 平成� 3年10月 18実施� 

徳島県最低賃金 3，981(498) 

2.産業別最低賃金� 昭和63年12月29日実施� 

食料品 ・飲料 ・飼料製造業

木材 ・木製品 ・家具装備品

出版 ・印刷・ 同関連産業

窯業 ・土石製品製造業

機械 ・金属製品等製造業

自動車整備業� 

4，078(510) 

4，120(515) 

3，978(498) 

4，238(530) 

4，133(517) 

一部3，799(475) 

4，009(502) 

採 オミ

一l月先ニ
ーコ

ii!
111 

L、
てiiミ

でのだく

ii
に

徳
島
県
で
は
、
県
内
の
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
地
域
別
最
低
賃
金
の
「
徳
島

県
最
低
賃
金
」
と
、
食
料
品

・
飲
料

・
飼
料

製
造
業
な
ど
六
業
種
に
適
用
さ
れ
る
「
産
業

別
最
低
賃
金
」
及
び
紡
績
、
織
物
業
等
四
業

種
に
適
用
さ
れ
る
「
新
産
業
別
最
低
賃
金
」

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
、
紡
績
、
織
物

業
等
四
業
種
に
適
用
さ
れ
る
「
新
産
業
別
最

低
賃
金
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
年
十
二
月

二
十
九
日
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
適
用
さ
れ
て
い
る
県
下
の
最
低
賃
金

の
金
額
は
別
表
の
通
り
で
す
。

な
お
、
産
業
別
最
低
賃
金
の
う
ち
、
徳
島

県
最
低
賃
金
額
を
下
回
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

徳
島
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

3.新産業別最低賃金 平成� 3年12月29日実施� 
手り早でなへTのう干行いよ毛ホl~里

紡績 ・織物業 4，393(550) 

造作材 ・合板 ・建築用組立材 4，749(594) 

一般機械器具製造業 4，803(601) 

電気機械器具製造業 4，477(560) 

集用募 議ム

奉ル�  
イ員士/， 

庭へ

建築、土木等工事の

指名競争入札

参加資格審査申請書受付� 

勝浦町が発注する平成� 4年度建築，土木等

工事の指名競争入札参加資格審査申請書を受� 

け付けます。

-受付期間 3月� l日-31日

-受付場所 建設課

※現在登録されている方の有効期限は，平成� 

4年� 3月31日までです。新たに申請してく

だきい。

勝浦土地改良区からお知らせ

平成3年度分畑総農道賦課金

(負担金)の徴収について

1、賦課金通知書発送 平成� 4年� 2月1日の予定

2、納付期限 平成 4年 3月5日まで� 

3、納付方法

勝浦土地改良区事務局まで持参するか，勝浦

郡農協 ・阿波銀行勝浦支屈の勝浦土地改良区預

金口座に振り込んでください� 

4、注意

納付期限を過ぎて納付すれば，督促手数料と

年14.6%の延滞金を徴収します。なお，滞納者

を出した地区関係者全員に，連平管責任として滞

納過怠金を徴収します。

MUS04
テキストボックス
県内の最低賃金

MUS04
テキストボックス
ホームヘルパー（家庭奉仕員）
採用募集について
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O

勝
浦
病
院
外
来
診
察
担
当
医
師
表

土 金 木� ;1( 火 月
曜
日

エF 藤 太 平 太
三罰監子 午

高襲 医師JlI 
田

襲高
田

長院 長院 円IJ 内

太 (太

き重績七 平量EF 
太

午田 訪 回 田

長院 量豊 院長 後 干斗

(岡
午

長西医 長西医 西長医 長西医
整田

長西医 繁
形医師 前

(問
午

外

西医長 西長医 西医長
整田

西長医
)形医~ilj 

手斗� 
f愛

療法重岡 療法重問 療法重岡 療法重問 療法重問 霊言 午

士理 土理 -土 理 土理 士理 土理 理� 
Aづ以ー， 学:� A寸Uー， 戸寸以ー. A寸以ー， でA以'F- 前

霊高 療法重岡 療法重岡 雲言 霊言 午

土理 土理 士理 士理 土理
学� 

A寸t: 学� AてA「ん 学 学� f灸

戸

議E 午
井

医師 前

児
戸

議E 午

井師医 手斗
後

一一

O
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
の
午
後
に
主
と
し
て
寝
た
き
り
老
人
を
対
象
と
し
た
訪
問

土
曜
日

の
整
形
外
科
の
受
付
時
間
は
、
午
前
日
時
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

※
訪
問
看
護
に
つ
い
て
は
予
約
が
必
要
で
す
。

看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2月定例心配ごと相談� 夜間救急当番表� 
日 日寺 2月14日後)・ 2月28日� (針

午前� 10時~午後� 3時

内
円相

台 人権・行政・厚生・福祉

場 所 住民福祉センタ- 2階� 

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。)

不用犬の買い上げ日
一犬は必ずつ芯いで飼ってくだ、さし1ー

2月5自体)� 

2月19日体)

2月� 1日 勝 浦 病 院� 2-2555 
3日 湯� i斐 医 院� 2-2003 

2-25555日 勝 浦 病 院� 

7日 赤 正LムヨJ 医 院� 2-2006 
⑨日 勝 浦 病 院� 2-2555 
。日 上勝診療所�  6-0302 
13日 勝 浦 病 院� 2-2555 
15日 山 西 医 院� 2-3027 

2-255517日 勝 浦 病 院� 

19日 湯 浅 医 院� 2-2003 
21日 勝 浦 病 院� 2-2555 
@日 赤 王LムヨJ 医 院� 2-2006 
25日 勝 浦 病 院� 2-2555 
27日 上勝診 療 所� 6-0302 
29日 勝 浦 病 院� 2-2555 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで
休日� 午後ワ時から翌朝9時まで

MUS04
テキストボックス
勝浦病院外来診察担当医師表

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



カ込 ずコ平成4年� 2月 1日

・司・� 1
目
�
 

つ ら 第260号l〉7
 

松
風
に
心
清
め
し
初
詣

(
 

餅
揚
く
や
帰
省
の
孫
腕
冴
え
て

新
米
の
味
も
安
堵
の
老
の
笑
み

坂

本

福

良

伴

二

小
春
日
や
孫
と
詣
で
し
不
動
尊

椎
の
実
を
拾
い
て
遊
ぶ
程
の
数

横
瀬
日
下
智
世
子

水
澄
み
て
水
際
公
園
鮒
か
え
る

無
人
駅
独
り
降
り
た
る
空
っ
風

横

瀬

錦

内

常

一

書
初
め
の
写
経
の
筆
に
心
戸
」
め

時
刻
む
古
き
時
計
や
去
年
今
年

坂
本
美
馬
ナ
ヲ
エ

柚
子
風
呂
に
独
静
か
に
浸
り
け
り

樫
の
実
に
足
を
取
ら
れ
し
た
た
ら

坂

棚

野

北

島

ア

サ

ノ

爺
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
嬉
し
お
年
玉

年
新
た
病
知
ら
ず
の
八
十
路

棚

野

谷

新

太

郎

何
と
な
く
慌
た
だ
し
き
や
年
の
暮
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筋
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習
室
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級

2
月
�
 日
(
金
)
�
 

2
月
お
日
(
金
)

午
後
7
時
�
 午
後
9
時

落
ち
残
る
枯
葉
障
子
に
映
り
た
る

暁
の
山
く
っ
き
り
と
冬
の
月

生

名

滝

口

松

月

新
し
き
挫
に
こ
ぼ
れ
年
の
豆

一
箸
に
し
て
ほ
ろ
苦
し
花
葉
和

生

名

丸

山

香

月

幸
あ
れ
と
娘
の
初
髪
を
母
は
硫
く

初
詣
で
尻
向
け
て
読
む
神
み
く
じ

掛

谷

駒

津

光

洋

白
菜
の
漬
菜
に
す
だ
ち
殊
の
外

厨
よ
り
柚
子
み
そ
の
香
の
漂
ひ
来

沼

江

斎

藤

重

子

バ
イ
オ
技
の
進
み
花
咲
く
冬
の
蘭

駅
伝
の
母
娘
選
手
に
湧
く
拍
手

棋
会
総
合
大
挙

J
孝
一習
一自
の
お
知
ら
せ
一

送司主主

です� 

-ふ7欧 、閉;J勝月 叫
、るJ 乏� tt 涌五

?、の住�  .切目
、て〉 次� yのι三"3: 
-ご� 1<1:方演で
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横

瀬

稼

勢

銀

星

俊一 川に ?に
旬‘柳限 '稼二
どごとり勢奇�  
I三受�  Eまa広ハ
王代す夫ガe、，
いに ~きキ
。の んで

。

_~~随鰻関t
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研
修
室

(
旧
図
書
室
)

畢
語
学
級
�
 2
月
7
日
(
金
)
�
 

2
月
口
日
(
月
)午

後

J

出
詠
締
切
日
2
月
初
日

研
修
室
(
旧
図
書
室
)

短
歌
学
級
�
 3
月
�
 日
(
土
)

午
後
1
時
か
ら

M

場
所
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

9
時
泊
分

時
間
午
後
7
時
却
分
�
 

題

「

光

り

書

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

花 嫁 銀 行

専門相談員による相談所の開設日

女毎週水曜日 午後1:30-4:00 品 」女場所農村環境改善センター

お気軽にご相談ください。

平成3年度

勝浦町文化講演会

今年は，元NHKアナウンサー酒井広先

生を迎え，開催いたします。

多数の方のご来場をお待ちしています。� 

-と き 3月21日出


午後t時講演


恒例の芸能発表会をつぎのとおり開催いた

します。

お誘い合わせ多数ご観覧ください。

Oと き� 3月7日(土)

午後6時開場

Oところ� 農村環境改善センタ一大ホール� 

-ところ 農村環境改善センター

大ホール

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
俳句

MUS04
テキストボックス
社会総合大学
学習日のお知らせ

MUS04
テキストボックス
文化協会芸能発表会

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



団
川
凶

島君


-
貧
血

一
年
間
に
五
万
人
が
死
亡
し
て

い
ま
す
。
胃
が
ん
の
発
生
は
食
生

活
に
関
係
が
あ
り
、
と
く
に
変
化

の
あ
る
食
品
を
食
べ
る
こ
と
、
漬

物
や
み
そ
汁
な
ど
塩
辛
い
も
の
か

ら
の
塩
分
を
減
ら
す
こ
と
で
発
生

を
防
ぐ
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、

年
に
亘
俸
は
努
事
受
け
ま
し
ょ
う
。

-
ご
く
た
ま
に
胃
の
あ
た
り
が
少

し
痛
む

-
空
腹
時
や
食
後
に
胃
が
痛
む
、

吐
き
気
が
あ
る

-
胸
や
け
、
げ
っ
ぷ
、

胃
の
不
快

感
が
と
き
ど
き
あ
る

-
胃
の
は
る
よ
う
な
感
じ
が
あ
る

・
と
き
ど
き
下
痢
を
し
た
り
、
吐

き
も
ど
す

・
食
べ
も
の
が
飲
み
に
く
く
な
っ

た
り
、
み
ぞ
お
ち
の
下
あ
た
り

が
ひ
っ
か
か
る
感
じ
が
す
る

・
体
重
が
減
っ
て
く
る

・
み
ぞ
お
ち
が
痛
む 

-
手
で
触
れ
る
と
し
こ
り
が
あ
る

・
急
に
食
べ
物
の
好
み
が
変
わ
る

T.)、じのやすしくん(横瀬)� 

⑨⑨……… ……
⑨ 

~ 

今月の健康行事(不明な点は環境衛生課保健婦におたずねください)

日 曜 内 廿J γ， 対 象 者 受付時間 場 所 持参するものなど� 

5 7Jc 健 康 本目 談 一 般 の 方� 13:30 ~16 :00 改農善村セン環タ境ー 健康手帳� 

7 金� 1歳� 6か月児健康診査� 
H 2 .6.1 ~ 8 .31 

までに生まれた子� 13: 30~14: 00 勝浦病院 問診票，母子手帳

12 ヌk 健康教室(コレステロールについて)コレステロールの高い方� 9:30~ 1l :30 坂本集会所 健康手帳� 

12 水 健康教室(コレステロールについて)コレステロールの高い方� 13:30 ~ 15:30 横瀬集会所 健康手帳� 

13 木 健康教室(コレステロールについて)コレステロールの高い方� 9 :3 0 ~ 1l: 30 掛谷集会所 健康手帳� 

13 木 健康教室(コレステロールについて)コレステロールの高い方� 13:30~15:30 ぷ7〉、 川μJノAヘぷ五込� A基'4 健康手帳

26 7Jc 
百日咳，ジフテリア，破傷風� 

=種混合予防接種  

2 ~4 歳未満
1期・�  1か月毎に�  3回

2 期 . 1 期終了後12~ 

18か月後に�  1回接種�  

13:30~14:30 
農村環境�  
改善センター

問診票，母子手帳� 

27 木 健 康 相 談 一 般 の 方� 9 :30~ 1l :00 生名集会所 健康手帳� 

27 木 健康教室(コレステロールについて)コレステロールの高い方� 13:30~15:30 棚野集会所 健康手帳� 

28 金 事L 児 健 康 長開g会， 査� 
H3.10.1~12.31 

までに生まれた子 13:30~14:30 勝浦病院 母子手帳

~成人病予防週間 (2月1日'"'"'2月7日)

が
ん
、
必
臓
病
、
脳
卒
中
等
の

い
わ
ゆ
る
成
λ
病
に
よ
る
死
亡
は
、

国
民
死
因
順
位
の
上
位
を
占
め
、

死
亡
者
総
数
に
占
め
る
割
合
は
六

割
を
超
え
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
の
疾
病
は
、
社
会
に
お
い

て
も
家
庭
に
お
い
て
も
中
核
を
な

す
年
齢
階
層
に
多
発
す
る
こ
と
か

ら
、
社
会
的
経
済
的
に
受
け
る
そ

の
影
響
は
大
き
く
、
成
人
病
予
防

対
策
の

一
層
の
充
実
が
国
民
保
健

上
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
成
人
病
予
防
週
間
を

設
け
、
国
民

一
般
、
特
に
壮
年
、

実
生
層
の
健
康
に
対
す
る
自
己
責

任
の
自
覚
と
認
識
を
深
め
、
生
涯

を
通
じ
て
適
切
な
健
康
。
つ
く
り
に

取
り
組
む
よ
う
広
く
国
民
の
関
心

を
喚
起
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

が
ん
は
細
胞
の
変
化
に
よ
っ
て

起
こ
っ
て
く
る
病
気
で
す
か
ら
、

体
の
ど
こ
へ
で
も
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
に
発
生

す
る
が
ん
は
そ
の
発
牛
頭
度
に
よ
っ

て
み
る
と
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
肝
臓
が
ん
な
ど
が
男

女
共
通
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
みつめ直そう、あなたのからだ
胃がん

MUS04
テキストボックス
日本人に多いがん
胃がんの赤信号

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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社
会
情
勢
そ
し
て
時
代
は
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、

情
報
量

だ
け
は
膨
大
に
ふ
く
れ
あ
が
る
一

方
で
す
。
そ
の
中
で
ど
の
情
報
を

選
び
と
れ
ば
よ
い
の
か
、
現
在
自

分
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
い
っ

た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の

か
、
常
に
把
握
し
て
い
な
い
と
気

が
す
ま
な
い
と
い
う
お
母
さ
ん
も

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
一
摺
複
雑
に
な
っ
て
い

く
社
会
で
、
溢
れ
る
情
報
を
取
捨

選
択
し
、
よ
り
よ
く
生
き
て
い
っ
�
 

幼
児
の
栄
養
、
そ
の
他
育
児
に
関

す
る
品
還
を
行
い
、
幼
児
の
健
康

の
保
持
及
、
び
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

二
、
健
康
診
査
の
内
容

-
一
般
健
康
診
査
(
問
診
、
身

体
計
測
、
内
科
診
察
、
尿
検

査
な
ど
)

・
歯
科
診
査

-
指
導
・
:
(
日
常
生
活
、
栄
養
、

健
診
後
の
指
導
な
ど
)

三
、
対
象
者

・
一
歳
六
か
月
児

四
、
健
康
診
査
の
項
目

①
身
体
の
発
育
及
び
栄
養
の
状
況

②
身
体
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

③
歯
の
疾
病
及
び
異
常
の
有
無

告
行
動
の
桑
蓮
、
草
案
達
の
状

況
及
び
異
常
の
有
無

⑤
予
防
接
種
の
実
施
状
況

⑥
そ
の
他
育
児
上
問
題
と
な
る
事

項
(
生
活
習
慣
の
自
立
、
社
会

性
の
発
建
し
つ
け
、
食
事
な

ど
)一

歳
六
か
月
と
い
う
節
目
の
健

康
診
査
の
該
当
と
な
っ
た
時
は
、

Tny¥ν3
R

・--J

泌

'
d
i

r
'
M
J
V

GMr

ヨ
川
川

し
た
ら
い
い
0
・

こ
ん
な
と
き

だ
れ
に
頚
飲

m
A

型hi議

M

お
回
さ
ん
、

子
ど
も
の
し
つ
け

急
さ
す
さ
て
は

い
ま
せ
ん
か
?

て
ほ
し
い
と
子
供
に
願
っ
た
と
し

て
も
、
間
違
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
子
ど
も
の
意
回
吋

子
ど
も
が
今
、
何
を
考
え
、
何
を

や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
あ
る

い
は
、
今
何
を
や
っ
て
い
る
の
か

を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
、
「
あ
れ
し

な
さ
い
、
こ
れ
し
な
さ
い
」
「
こ
れ

ダ
メ
」
「
あ
れ
ダ
メ
」
「
何
度
言
っ
た

ら
わ
か
る
の
」
等
、
大
人
の
都
合

で
で
き
た
価
値
観
を
お
し
つ
け
て

は
い
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
を
、
お

』
�
 

ρ
“

，
�
 

母
さ
ん
の
枠
組
み
に
無
理
や
り
は

、‘

め
こ
ん
で
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
何
で
も
で
き
る
子
に
し
た
い
」

と
い
う
願
い
が
、
急
ぎ
す
ぎ
る
子

育
て
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
?

子どもと一緒に

成長しましょう� 

ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
に
な
る
た

学
校
で
は
勉
強
は
教
え
て
く
れ

子

渦 岡
県ぞ い事� 
i系金年雪

匂吋もほ 


ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
お
母
さ
ん

は
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
子
ど

も
と
同
じ
年
な
の
で
す
。
い
ろ
ん

な
意
味
で
迷
い
な
が
ら
、
肩
一
ひ
じ

を
張
ら
ず
に
子
ど
も
と
一
緒
に
成

長
し
て
い
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

か
に
底
長
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
、
母
と
呼

妊
娠
を
知
っ
て
か
ら
母
に
な
る
ま

で
の
期
聞
は
、
学
校
生
活
に
く
ら

べ
て
何
と
短
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
育
児
と
い
う
学
聞
を
手

取
り
足
取
り
教
え
て
く
れ
る
先
生

が
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

育
児
に
は
迷
い
が
あ
っ
て
泊
り
前

な
の
で
す
。
そ
し
て
、
完
壁
な
お

お
母
さ
ん
で
あ
る
必
要
も
な
止
の

で
す
。
人
間
で
す
か
ら
、
完
壁
な

ん
て
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

い
い
と
こ
ろ
も
、
悪
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
自
分
を
、
子

供
の
前
で
安
心
し
て
出
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
子
ど
も
も
、
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
を
出
し
て
、
個
性
豊

め
の
勉
強
は
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
。

育
児
で
悩
み
ご
と
が
で
き
た
時
1

お
母
さ
ん
ど
う
し
ま
す
か
?

ど
う
し
て
も
解
決
の
糸
口
が
見

つ
か
ら
ず
困
っ
仇
時
は
、
子
育
て

を
経
験
し
た
先
輩
や
育
児
仲
間
、

役
場
の
保
健
婦
な
ど
が
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
?
き
っ
と
ゆ
と
り
あ

る
育
児
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

一
歳
六
か
月
児

健
康
診
査
と
は
?

内
鋒


一
、
健
康
診
査
の
目
的

幼
児
初
期
の
身
体
発
育
、
精
神


発
達
の
面
で
止
芳
行
や
言
語
な
ど
発


達
の
チ
ェ
ッ
ク
が
容
易
に
得
ら
れ


る
こ
の
時
期
に
健
康
診
査
を
実
施


し
ま
す
。
そ
し
て
、
運
動
機
能
、


視
聴
覚
な
ど
の
障
害
、
精
神
発
達


の
遅
滞
な
ど
障
害
を
持
っ
た
小
児

婦
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
)


を
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
指
導


を
行
い
、
心
身
障
害
の
進
行
を
未


調
 

然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
生
活

習
慣
の
自
立
、
む
し
歯
の
予
防
、

必
ず
受
診
し
子
ど
も
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

(
健
康
診
査
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課
、
保
健

rs. 

MUS04
テキストボックス
・し・つ・け・

MUS04
テキストボックス
保健婦だより　こんなときだれに相談したらいい

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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第260号 iJ コ つ ら 平成  4年 2月 1日 。 

匿匿議出


ご
結
婚
お
め
で
と
う

字字字
tR星坂

田本谷本
字字字
東宮栄

町谷原因

上

平

等

滝
口
ゆ
か
り

海

川

好

史

若
松
き
ぬ
よ

戸
籍
の
窓

ロ
月
刊
日

1
1
月
刊
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

勝
浦
会
館
二
月
行
事
�
 

「
�
 l
j
lー E~ 


0

(敬称略) 

---ー『、、---ー、、、

-v
半 大 大 大

27 26 24 21 20 20 19 18 17 13 12 10 7 5 4 

日日日日日日日日日日日日日日日
肘休)伺)倒休)休H水)伏)(月)休)休)伺)倒例 ω

ー
毎
日
ゆ
っ
た
り
健
康
�
 
i

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
牢
由
江
宇
山
路

山

路

勉

�

 (
臼
歳
)

李
三
草
川
距

野
上
コ
ト
ヱ
(
加
歳
)

大
牢
由
江
牢
神
話
後
藤

満
(
臼
歳
)

主
主
宇
甑
本
森
脇

治

夫

�

 
(
乃
歳
)

大
宇
田
江
牢
折
宇
大
柳
包
雄
(
叩
歳
)

束中 東三
山角 成 渓

善
河山
野 田

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

子彦き徹

長 二

一
回
開
一

ろ
う
』
と
み
な
さ
ん
も
色
々

「
|
|
』

な
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
が
「
な
か

な
か
統
か
な
い
」
と
い
う
声

も
よ
く
聞
き
ま
す
。

着
付
教
室

生
花
教
室

摺
字
教
室

鯵

教

室

踊
り
教
室

停
芸
教
室

鯵

教

室

着
付
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

生
花
教
室

摺
字
教
室

藤

教

室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

祐男男
優

大

極

拳

習
っ

τみ
ま
せ
ん
か
?

『
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

〆絹 稔今

Z

大字
三
樺
牢
田
岡
田
村

大
牢
生
名
�
 

一(
剖
歳
)

福
良
克
己
(
部
歳
)

そ
こ
で
毎
日
ゆ
っ
た
り
、

の
一
種
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と

し
た
動
き
で
、
深
長
呼
吸
に

お
だ

あ
わ
せ
て
、
穏
や
か
な
円
形

運
動
で
意
識
、
呼
吸
、
動
作

の
協
調
運
動
を
行
う
も
の
で

す。
中
国
で
は
、
「
治
病
健
身
体

操
」
と
し
て
広
く
国
民
に
奨

励
し
て
い
ま
す
。

講
習
会
の
要
領
は
次
の
と

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
(
手
芸
教
室
は
七
時
三

十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七
時
開

講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
�
 

自
分

一
人
で
で
き
る
大
極
拳

を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
大

極
拳
は
中
国
に
お
い
て
十
七

世
紀
ご
ろ
創
始
さ
れ
た
拳
法

お
り
で
す

・
講
習
目

毎
週

一
回
(
亦
簡
)

・
場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
申
込
み
先

町
教
育
丞
員
会
事
者
周

電
話
で
も
結
構
で
す

宮
ニ
1

二
五
一
一

・
申
込
み
締
切
り
日

二
月
二
十
日
ま
で

※

な

お

、
希
望
著
が
十
五

名
に
達
し
な
い
場
合
は
、

開
講
し
ま
せ
ん
。

刊
は
月
間
白
�
 1
4
月
刊
日

保
義
さ
ん

C

官
等
�
 ん

名名

以
上
の
方
か
ら
差
甲
意
銀
行
に
善

意
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中横坂今

山瀬本山

2月の土曜閉斤日は，次のとおりです。 

2月8日(第 2土曜日) 

2月22日(第 4土曜日) 

(ただし，勝浦病院各保育所各小

学校及び幼稚園は，行っています。

MUS04
テキストボックス
太極拳習ってみませんか

MUS04
テキストボックス
会員募集

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




